
第６章　学校教育

第１節　羽合西小学校


１　教育のあゆみ

　昭和４８年４月１日、長瀬小学校・宇野小学校を統合し、旧羽合中学校舎を改装して発足した当時の羽合西小学校沿革概要については、町史後編で述べられている。その後の沿革について、若干の重複もあるが、まとめてみれば次のとおりである。
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　昭和４８年４月１日発足した羽合西小学校は、前記の沿革に示すとおり、数々の輝かしい実績を残しながら今日に至っている。それは、一貫して人間尊重の精神を基本として、社会に主体的に対応できる能力を身に着け、２１世紀に生きる人間性豊かで心身ともにたくましい人間の育成を目指すことを教育目標とし、自主・創造、協調・責任、健康・明朗、勤労・奉仕を校訓に、日々の学校教育の取り組みのたまものと言える。

　また、基本的人権を尊重する教育を実施し、同和問題に対する正しい認識と理解を深め、偏見や不合理な部落差別をなくし、真に民主的な社会をつくりうる人間を育成することを目標として、同和教育が実施されている。これは、生活の中にある偏見や差別を解消する意欲と実践力を育て、ともに支え合い磨き合う仲間づくりを目指すものである。

　この同和教育と並行して、農産物や草花の栽培を通して、ものを作ることや、働くことの喜びを得させ、仕事の成就感、満足感を満たし、それにより得た情報・認識・技能を教科・領域に広げ、生命を大切にする心や人間性豊かな心情を養う勤労生産教育も実施されている。


２　校舎施設


　昭和４８年４月１日、旧羽合中学校を改装して発足した羽合西小学校は、年々教育の充実とあいまって、順次校舎施設の改修等が実施されてきた。その主なものは、次のとおりである。

　昭和４８．４．１、旧羽合中学校を改装羽合西小学校発足。同年８．３１、国旗掲揚塔建立。５０．９．１、教材用子供自転車を年次計画で整備。５１．５．１、学校給食にランチルーム開設。５５．８．２８、保健室改造工事。５７．３．１５、特別教室棟竣工式。５９．７．４、補助プール新設。同年８．２０、屋上高架水槽取付。６０．１．１８、わかとり国体記念植樹として桜の木３０本植樹。同年８．３０、旧校舎本館廊下窓枠全面改修。６３．３．１７、屋内体育館・児童昇降口・保健室等改築。平成元．８．１、旧校舎教室床、窓枠、廊下、天井全面改修。

　このように、数々の校舎施設の改修がなされ、現在のりっぱな羽合西小学校舎の姿がある。

　児童達は、このすばらしい教育環境の中で、羽合西小学校の教育目標に向かって、生き生きと学んでいる。
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